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　慶應義塾大学と芝地区総合支所が協働で運
営する、芝地区地域事業 「地域をつなぐ！ 交
流の場づくりプロジェクト」 の拠点です。 子
どもから高齢者まで安心して暮らすことがで
きる地域づくりをめざし、あたたかい人と人
とのつながり・支えあいを再生することを目
的としています。
　「ラボ」とは、「研究室」や「実験室」のこと。「ご
近所ラボ新橋」は、身近なところから地域や社
会をちょっとよくできそうな新しい地域づく
り（＝ご近所イノベーション）の活動拠点です。 
 　人と人がゆるやかに出会い・つながるご近所
の集い場「まちのリビング」。ビル群に囲まれた
新橋のなかで、コーヒーの香り、時々おいしい
おやつと共に花咲くおしゃべり。外ではすれ
違っていくだけの人たちと、縁が交差するよう
な時間と空間を共有しながらも、自分たちで過
ごしたいように居ることができる、そんな地域
の居場所になっています。お弁当を持って一時
間だけ一休みに、ちょっとお出かけの合間にお
茶で一息、お散歩のゴールとして目指して来た
り、今日も会えるかもしれないまちのなかの顔
見知りにあいさつに来たり。お気軽に顔をのぞ
かせてみてください！

　　　本処せな
　本を通じたコミュニケーション「読みニケー
ション」のムーブメントを巻き起こすことを目
指しています。ご近所ラボ新橋にあるたくさん
の本を活用して、「本」にまつわるさまざまなイ
ベント、ワークショップを開催しています！ 

　　 TinTinTangoCafé
　世界一幸福な国※1フィンランドには、誰もが
平等に参加できるダンスカルチャー「ラバタン
シ」があり、地域コミュニケーションの活性化に
一役買っています。その魅力を是非皆さんと共
有したいと思い、体験などの活動をしています。
 

　　  クリエイティブリユース
　　  手しごとカフェ

　手しごとを楽しむ人たちが集う場を開いて
います。リユース素材からものづくりを試みる
実験室です。手しごと好きの仲間との出会いや、
お茶やおやつ、おしゃべりを楽しみます。

　　  ボードゲーム部

世界のボードゲームで遊び、交流します。毎
月第一火曜日の夜に大人向けの部活動、第一土
曜日の午後に親子で楽しめる「キッズボブ」を

ご近所ラボ新橋 
新橋 6-4-2 きらきらプラザ新橋1階
TEL 03-6459-0789（開室時間のみ） 
開室日時※2： 月・火・木・金　11:00 ～ 16:00 
 　　    水 　　17:00 ～ 21:00 
 　  土（不定期） 　  11:00 ～ 16:00 

Information

　場を開いて、来る人を迎える喫茶店の「マス
ター」のようなスタッフ自身も、「お店の人」「行
政の人」ではなく、一市民です。かつて来場者
だった人が、来る人を迎える側にまわることも。
まちづくりに関心のある人が「やってみた
い！」と集って自分の好きなこと、得意なこと
を活かして地域コミュニティづくりに取り組
んでいます。「欲しい地域サービスがあれば、小
さくても自分たちでやっちゃえばいいじゃな
い！」 －そんな機会がここにあります！ 

　何度か来場して場に慣れてきたら、企画や
オープンスタッフにもチャレンジしてみませ
んか？　まちの居場所づくり、コミュニティづ
くり、公共の場の運営、人と人をつなぐことに
関心があれば是非！　一人では難しくても、ラ
ボにいる仲間が応援します。お気軽にお問い合
わせください！ 

開催。時々ゲーム大会などの特別企画も行い
ます。  

スタッフも 募集中ですこんな活動をしています！

ご近所ラボ新橋とは

一人ひとりがその人らしさを生かし、新
しいまちづくり・コミュニティづくりを試す
「まちの実験室」を目指しています

ほん どころ

ラ　　　ボ

※２：開室不定期。毎月の予定についてはお問い合わせください

まちのリビング

※１： 国連の持続可能な開発ソリューションネットワーク（SDSN）
　　 「世界幸福度報告書」 2019年版より



芝地区地域情報誌　第51号 芝地区地域情報誌　第51号 32 区役所のサービスや施設・催しの案内はみなとコールがお答えします！ TEL03-5472-3710 年中無休
午前7時～午後11時

芝地区高齢者相談センター
（芝地域包括支援センター）
TEL 03-5232-0840 

Information

歴史や庶民の生活を紐解いて、男性の高齢者が
気楽に集まれる楽しい交流の場を作りあげて
いきたいと思っているそうです。
　右の「江戸カフェ」のロゴマークに使用して
いる色は通称「金春色」もしくは「新橋色」とい
い、新橋の金春新道に置屋があった芸者が好ん
で使った色です。明るい緑がかった浅葱色に近
い鮮やかな青緑色のことです。ロゴの下にある
英文は「EDO」にかけての造語で、Every   
Dandy  Open  the  door  の頭文字を使って
います。 
　今後も原則、奇数月の最終日曜日の午前中に
実施する予定です。 
　高齢男性の皆さま、是非ご参加してみてはい
かがでしょうか。 

　芝地区高齢者相談センターでは昨秋、60歳以
上の男性を対象とした「江戸カフェ」をスター
トしました。「江戸カフェ」とは「江戸」をキー
ワードに、男性の高齢者が気軽に集える生涯学
習の場です。 講座＋座談会の形式で、江戸時代
についての知識の習得と、江戸時代に興味を
持っている仲間とのふれ合いを目的としてい
ます。
　この「江戸カフェ」は昨年５月に同センター
から「芝地区区民参画組織『芝会議』」3部会の一
つ、「まちの魅力発掘部会」へ企画の相談をした
ことから実現しました。同部会は、芝地区のま
ちの魅力の発掘、発信等の活動を主に行ってお
り、実働部隊の「芝の語り部」が日ごろからまち
歩きツアーや歴史講座を開催しています。

　「江戸カフェ」は、平成30年（2018）11月4日、
平成31年（2019）1月27日、3月31日と、現在ま
で３回、三田の「芝コミュニティはうす」で開催
されました。
　講師には「芝の語り部」メンバーで港区観光
大使の増田由明さんを迎え、まずはプロジェク
ターを使って江戸時代のお話を聞いたあと、
ゆったりとお茶を飲みながら質疑応答、懇談の
時間を持ちます。
　大江戸日本橋絵巻の「熈代勝覧」から江戸の
人々の暮らしを覗いてみました。そこにはいろ
いろな職業の人々がいて、皆笑顔で暮らしてい
る様子が描かれており、牛や馬にまで深い愛情
をもって生活していた様子が伺えます。
　これからも2カ月に1回集まって江戸時代の

取材：米原 剛
写真提供：芝会議まちの魅力発掘部会

喫茶フジ
新橋2-16-1 ニュー新橋ビル B１階
TEL 03-3580-8381
営業時間： 月～金 9:00 ～20:00
 土 9:00 ～18:00
定 休 日  ：日・祝

Information

　新橋は交通ターミナルとしてアクセスも良
く、全国的によく知られ、親しまれているまち
です。また、ビジネスマンが元気に働いている
イメージとして、メディアにも頻繁に取り上げ
られています。今回は、新橋での憩いの場「喫
茶フジ」をご紹介いたします。
　新橋のランドマーク的な存在、ニュー新橋ビ
ルの竣工は、昭和46年（1971）です。このビルの
地下１階にある「喫茶フジ」の創業もこの頃にな
ります。
　店の名前の「フジ」は、まさにその名のとおり
「富士山」に由来するもので、初代創業者によっ
て名づけられたそうです。
　取材させていただいた時間帯は、開店したば
かりの朝。喫茶フジ店長、平木さんの手際良い、
モーニングメニューなどの仕込みを拝見しなが
ら、お話を伺いました。
　オフィス街の一日の幕開けの臨場感が、厨房
からも、とても伝わってきます。
　広々とした店内は「青色」で統一され、「フジ」
テイストが、ところどころにちりばめられてい
ます。壁一面、大きな富士山の写真パネルが飾ら
れており、その富士山をどこの席から眺めよう
かなどといった思いが、ふと浮かんでくるのも
楽しいです。
　店内では現在の３代目社長、市原宏昭さん

ご考案、店名（Fuji）ロゴ入りオリジナルカップ
＆ソーサーで、ブレンドコーヒーを堪能できま
す。そしてお食事には、静岡ご当地メニューの
「富士宮焼きそば」まで楽しめます。
　無料Wi-Fiのサービスもあり、多様なシーン
にも対応されており、席を予約することもでき
ます。
　平木さんもウェイトレスさんも勤続20年以
上とのこと。常連さんらしいお客様とのフレン
ドリーな挨拶や会話が、とても温かい雰囲気で、
喫茶店そのものが、日常のワンシーンでもある
のだと感じました。
　喫茶フジの魅力は「変わらないこと」、と語る
平木さん。
　時が移り変わる今もなお、親しまれるこの場
所、この味、このひととき、喫茶フジでゆったり
と過ごされるのはいかがでしょうか。

取材・写真・文：桑原 庸嘉子

壁を飾る富士山の写真パネル ※写真は、変わることがあります

地域活動紹介

「      江戸カフェ EDO café 」男性
専科

～昭和の香り、
　　　　変わらない良さ～

「喫茶フジ」

き  だい しょうらん

こん ぱる いろ

Kidai Shoran (Excellent View of Our Prosperous Age [in Edo]), Anonymous
Japanese handscroll  Ⓒ1805, Museum of Asian Art (Berlin)

おき　や

あさ　ぎ　いろ

東京メトロ三越前駅地下コンコース壁面に常設されている複製絵巻「熈代勝覧」の一部
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三田・神明・虎ノ門の3館では、芝地区に関わるさまざ
まな講座が開催されています。今回は芝地区内で100
年以上続いている老舗の集いである「芝百年会」とコ
ラボし神明いきいきプラザで開催した、老舗の旦那、
女将による「よもやま話」をご紹介します。 
　芝地区には、歴史的に和と洋の文化に基づくさまざ
まな老舗があります。商売上の蘊蓄と、災害・戦災など
を乗り越えた老舗の軌跡など、他では聞けない、魅力
あるお話を聞くことができました。 

第3回は3月20日、芝のおかめ鮨5代目、釣り
が大好きなご主人による、お鮨にまつわるよ
もやま話です。お鮨クイズや「鮓」「鮨」「寿司」
の漢字のルーツを面白おかしくお話しいた
だき、会場は終始笑い声で溢れていました。
オマケに鮪のづけの握りもいただきました。

第2回は本年3月6日、田村町木村屋4代目ご主人によるお店のこだわりや歴史
にまつわるよもやま話です。田村町木村屋では万人受けする洋菓子ではなく、
甘いお菓子を食べてほしいという思いから、とても甘い洋菓子を作っている
そう。コーヒーは濃いめに作っているので、甘いお菓子との相性は抜群！

第1回は平成30年（2018）7月18
日、芝大門更科布屋7代目ご主人
によるお蕎麦についてのよもや
ま話です。お蕎麦の食べ方は自分
の好きなように食べるのが一番
とおっしゃっていたのがとても
印象的でした。

取材・文・写真：米原 剛

老舗よもやま
話編

慈恵大学病院と地域をつなげるための医療連携とは

東京慈恵会医科大学附属病院通信・第3回

学校法人　慈恵大学 
西新橋 3-25-8 
TEL 03-3433-1111( 大代表 ) 
http://www.jikei.ac.jp 

Information

再整備計画進行中

みんなの健康教室：目薬のさし方を参加された皆さんで実演しました

患者支援・医療連携センター長、石川智久さん

区内小中学校出張授業：専任看護師による出張授業、生徒の眼差しは
真剣そのものでした 

患者支援・医療連携センターとは、どの
ような部署ですか？

 
　区内唯一の医科大学、特定機能病院として高度医療
の提供や技術開発や研究、医療人の人材創出が当院の
本分です。そのため、受診の際は医療機関や健診機関か
らご紹介いただくことが大部分で、的確につなぐこと
がセンターの役目です。日時や情報を病院の中で共有
し、滞りなく受診へ導いています。治療や手術が終わっ
た際、継続治療や療養が必要な方々には、地域の医療介
護機関とつなぐ役目も担っています。一貫して患者さ
んが「主役」となる医療実践に努めています。 
 

センターでは、どのような相談ができま
すか？ 

　当院への受診、入院に関する相談は、「何でも」お受
けしています。センター内では、医療ソーシャルワー
カー（社会福祉士）が国、自治体の補助や助成制度、リ
ハビリテーションや療養へつなぐための相談を受け
ており、在宅療養支援の専任看護師が、在宅医療や療
養のための相談を受けています。その他にも、グリー
ンカウンターでは外来診療、入院から退院まで一貫し
た相談窓口として経験豊富な看護師が、細やかに対応
しています。また、他院での診断や治療方針に関する
相談のため、セカンドオピニオンについてもお受けし
ています。 

取材：米原 剛
写真・資料提供：学校法人 慈恵大学

Information

■三田いきいきプラザ
　芝4-1-17 TEL 03-3452-9421

■神明いきいきプラザ（プラザ神明）
　浜松町1-6-7 TEL 03-3436-2500

■虎ノ門いきいきプラザ（とらトピア）
　虎ノ門1-21-10 TEL 03-3539-2941

三 田 神 明 虎 ノ 門

　芝地区のいきいき3館で
はこのほかにも芝に関わる
さまざまな講座が用意され
ています。ぜひ、各館にお問
い合わせください。 

入口

入口

入口

第1回

仕事と治療の両立についても力を入れ
ていると伺いました。 

　治療法の進歩もあって、多数の病気について外来で
治療ができるようになりました。がん疾患や循環器、
呼吸器などの慢性の病気でも、仕事の継続が可能と
なっています。仕事と治療が両立できることは患者さ
んにとって、収入の面だけではない大きな意味がある
と思います。当院では、患者さんの同意を得て、勤め先
の産業医の先生と相談しながら仕事と治療の両立の
ための支援をしています。

Q Q

Q

Q

Q

Q

病院と地域を結ぶ活動もされて
いるようですが、どのようなことを
しているのですか？ 

　ご来院される患者さんのための活動だけでは
なく、大学や病院の持つ情報を地域に向けて発
信することも大切な仕事です。愛宕山のNHK放
送博物館では、一般の方々を対象とした「みんな
の健康教室」を医師や医療職が講師となり、奇数
月土曜日に開催しています。本年度は1年間、
「痛み」をテーマに開催予定です。この他にも、最
新の医療情報の提供や医療職や介護職の方々へ
の研修会も実施しています。

 

区内小中学校でも活動されていると
伺いました。どのような活動ですか？ 

　港区教育委員会と協力して、これから社会を
担う児童や生徒に対して、「生命」や「がん」に対
する出張授業も実施しています。医療の最前線
で活動している医師や看護師の言葉に何かを感
じていただいていると思います。また、教職員の
方々へは、救命救急処置やアレルギー急変時に
対する処置についても講習会を開催しています。

第3回

地域の皆様に何かメッセージをお
願いします。 

　患者支援・医療連携センターでは、当院のご受
診に際して、個々の疾病だけでなく、患者さんの
背景や想いを考えた最適、最良な医療が提供で
きるようにしてまいります。本学は、明治14年
（1881）の開学以来、約140年を迎えようとし
ております。今後も「病気を診ずして病人を診
よ」の理念の下、患者さん中心の医療を目指し、
地域の一員として貢献できるように努めてまい
ります。 

第2回

芝百年会
芝地区にある創業100年を超え
る老舗が集まって創設した文化
の発信・相互交流・研究の会。
http://shiba-shinise.com/

「地域医療連携」とは、地域の人びとが継続性のある適切な医療を受けられるように、地域の医療機関同士が相互に連携を図り、
医療機能を有効に活用することです。 港区の地域医療連携の要を担っている慈恵大学病院 患者支援・医療連携センター長の
石川智久さんに、お話を伺いました。

かなめ

第4回は5月29日、三田の秋色庵大坂家18代目
ご主人によるお店の歴史、看板お菓子「秋色最
中」についてのよもやま話です。創業は元禄、
江戸時代から続く老舗の和菓子屋さんです。 
名物の「秋色最中」もいただきました。

しゅうしき

も

なか

第4回

次回
予定 7月17日（水） 14:00～15:30 新橋の「すき焼 今朝」

いま  あさ

お  かみ

https://shiba-ikiiki.com/

さら しな ぬの  や

ずし

まぐろ

しに  せ

うん ちく
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のぼり

港区音楽連盟会長の清水軍治さんの
演奏で皆さん楽しく歌っています

一緒にサロンを運営しているスタッフの方々

　4月10日は月に一度の「サロン」開催日。真冬を思
わせる寒い日でしたが「ヒューマンぷらざ」7階では
温かな笑い声が響いていました。
　代表の小林和子さんにお話を伺いました。 

＊　　　　＊　　　　＊
　平成25年（2013）1月、民
生・児童委員になった時に「一
人暮らしの高齢者が気軽に集
まれる場所があったらいい
な」と考えていました。翌年、
チャレンジコミュニティ大学
（港区と明治学院大学が連携
して地域コミュニティ活性化

のリーダーを育成）に入り、一年間福祉や地域活動
の勉強をする中で、その思いを強くしました。 
　芝金杉町会の役員をやっていた関係で地域の

人たちとは顔見知りです。皆さんの協力の下、平成
27年（2015）4月、港区社会福祉協議会の認可を受
けて「サロンはなみずき」を立ち上げました。 
　名前の由来は「港区の木・はなみずき」からです。
ひらめきで決めました。
 
▶ 工夫を凝らしたイベント
　毎回イベントを取り入れ、春には旧芝離宮恩賜庭
園や芝公園でお花見も実施しています。手話通訳者
の協力もあって、さまざまな方が参加するようになり
ました。高齢者支援センターの方やふれあい相談員
の出席時には、その場で参加者の疑問に答えてもら
えることも大きな魅力になっています。 

▶ 仲間とともに
　一緒にサロンを運営している協力者は民生・児童

委員や町会・近隣の人などです。役割分担を決めて
楽しく活動をしています。 参加者の輪も徐々に広が
り、芝一丁目・二丁目からだけでなく、浜松町や大門
からの参加者も増えつつあります。
 
▶ 今後の進め方 
　参加者の数を増やすだけでなく「楽しかった」と
思ってもらえるようなサロンにしていきたいです。 参
加者の身体的な変化もあるので、送り迎えをするな
ど、きめ細かな対応を考えています。 同じことの繰
り返しではなく、一歩進んで利用者の気持ちになっ
て進めていきたいです。 

▶ やっていて良かった 
　 「楽しくやっていこう！」をモットーに、人々のつな

がりを大切にして、気軽に立ち寄れるサロンを目指
します。 

＊　　　　＊　　　　＊
　 「サロンはなみずき」は5年目に入り、ますますパ
ワーアップしているようです。 「参加者同士が顔なじ
みになり、道で会った時にあいさつを交わし、会話
も弾んでいる様子を見聞きするとうれしく思いま
す」と、小林さん。お人柄がにじみ出る優しい言葉で
した。 
　「町内に一つはサロンがあったらいいわね」と、代
表者小林さんは願いを語ります。 

お ぜき

左から、長谷川さん、長谷川さんの姪の小関さん、友人の吉田さん

　オイルショックで物価が高騰した時は
仕入れに苦労したものの乗り切り、その
後のバブル景気の時に広い店に移りまし
た。出勤前に買い物をする人のため、朝
7:30から開店するようになり、雑貨の
シェアも増やしていきました。 
　平成16年（2004）からは、一転して猫雑
貨を専門に販売するようになります。コ
ンビニが出店してくる中で、お客様が
ハッピーになる物を売りたいと考えたの
です。平成25年（2013）からネットショッ
プも立ち上げ、来店のきっかけを作りま
した。ネットで見た人が出張で東京に来
たついでに寄ったり、外国の人が来日し

サロンはなみずき
活 動 日：第2 or 第3水曜日　14:00~15:30 
活動場所：障害保健福祉センター
　　　　　（ヒューマンぷらざ）7階
 　 竹芝小記念ホール （芝1-8-23） 
問い合わせ先 : 港区社会福祉協議会 地域福祉係 
    　　TEL 03-6230-0281 

Information

２人一組になって、リラックスしながらアロマのハンドマッサージ
（写真提供：サロンはなみずき）

和菓子の歴史を学びました（写真提供：サロンはなみずき）

取材・文：伊藤 早苗
写真：米原 剛

「サロンはなみずき」

猫雑貨の店エブリー
西新橋1-22-10 西新橋アネックスビル1階
TEL 03-3503-2003
営業時間： 火～金 9:00 ～20:00
 土 10:00 ～17:00
定 休 日  ：日・月

Information

　恵布利商事株式会社が経営する西新橋一丁目
の猫雑貨の店「エブリー」は、来年開店50周年を
迎えます。店主の長谷川明子さん、友人の吉田和
子さん、長谷川さんの姪の小関加奈子さんの3
人で切り盛りしているこのお店は、昭和45年
（1970）に衣料品と日用雑貨の店として長谷川
さんの父が創業しました。社名の恵布利は「恵に
満ちた」、「布を使っての仕事」で「皆に利を」とい
う思いを込めてつけられたものです。かつて萬
屋と呼ばれた雑貨店にちなんで、「すべて」を意
味する英語の「every」とのごろ合わせも兼ねて
います。
　開店当時はコンビニやドラックストアがない
時代で、多様な雑貨の需要があり、まさに何でも
そろえました。 

た際に来たりします。スマホの通訳アプリを
使ってコミュニケーションをとるので、意思疎
通は問題なくできます。 
　柔軟に時代の変化に合わせてきたエブリーで
すが、変わらないのは父の理念だった「三方利」
を守り続けること。これは作る人・売る人・使う
人、皆が幸せになる商売をするようにという基
本法則です。 
　父の代からの生地屋さんとのつながりを活か
し、リトアニアやアメリカなど海外からの輸入
生地で作ったオリジナル商品も並べています。
一点物の猫グッズをオーダーメイドで入手する
こともできます。 
　今後はさらにオリジナルの猫グッズを増やし
た店舗構成にして、ここにしかない物を置いて
いく予定です。楽しみながら商売していくこと
が長続きの秘訣なのだとか。 
　猫好きの方、都心にある猫商品であふれたお
店に是非足を運んでみてください。 

　子ども読書週間は全国で展開されるもので、
区立図書館全館では「みなと子ども読書まつり」
と銘打ち、各館で子どもの読書を盛り上げるさ
まざまなイベントを実施しています。 

　4月20日から5月20日の1カ月間「第7回みな
と子ども読書まつり」が開催されました。
　港区内には7つの区立図書館があります。そ
のうちの一つ、芝公園にある「みなと図書館」で
は、0歳児から小学生を対象とした「おはなし
会」「かたりべによる民話と昔話」「あそびうたコ
ンサート」など、さまざまな催しがありました。
 

広尾学園による「おはなし会」 

　4月20日に行われた私立広尾学園ボランティ
ア部の高校生による「昔話おはなし会」にお邪魔
しました。 
　午後3時、図書館1階にある「おはなしコー
ナー」で会が始まります。高校生3人が「ろうそ
くの歌」を参加者と一緒に歌って雰囲気を盛り
上げると、0歳児から小学校低学年の子どもま
で、十数人が集まってきました。 
　そして『さるかにがっせん』『こぶとりじじい』
『かちかちやま』と、おなじみの昔話の読み聞かせ。 
　続いて3人が演じる紙芝居『ふるやのもり』を、
子どもたちは食い入るように見聞きして、最後

みなと子ども
読書まつり

区立みなと図書館 
芝公園3-2-25 
TEL 03-3437-6621 

Information

息の合った高校生三人。
お疲れさまでした

　別のお母さんは「おはなし会（読書まつり以外
でも開催している）に来るようになり、本が好き
になりました。子どもが自分から進んで本を読
むようになり、ここに来るのを楽しみにしてい
ます」とのこと。保護者の方は異口同音に「おは
なし会」の素晴らしさを語っていました。 

　後日、高校生による「英語と日本語のおはなし
会」も行われ、好評を博したそうです。子どもだ
けでなく、大人の参加者もいました。
　今年の「こども読書まつり」は終了しましたが、
「おはなし会」は1階の「おはなしコーナー」で第
2・第3土曜日に開催しています。 コーナーの隣
りには中高生向けの図書コーナーもあります。 
　図書館でのイベントや読書を通じて、イマジ
ネーションを豊かにしてみませんか。 

虎ノ門ヒルズのあたりに開店した当時の
長谷川さん（左）と吉田さん（右）
　　　　　　　　（写真提供：エブリー）

数え切れないほどの猫グッズが、店内所狭しと並ぶ

取材・文：伊藤 早苗

取材・文：米沢 恵美

リトアニアから生地を輸入して作った、エブリー・オリジナルの猫柄バッグ

「ろうそくの歌」でおはなし会の開始です

 子どもたちも真剣に聞いています

代表の小林さん

雑貨 の店雑 貨 の店雑 貨 の店雑 貨 の店

さん   ぽう    り

う らめ
ん

よろず

や

まで30分間以上、集中していました。絵本に対
する興味は目を見張るものがあります。 
　ボランティアの高校生も一人ひとりの役割分
担をこなし、息の合った読み聞かせでした。 
　最後に、今日読んだ本の紹介があり、「昔話お
はなし会」は終了です。 
　広尾学園のボランティア部では部員が交替で
みなと図書館での「おはなし会」の読み聞かせを
行っています。この日は3人とも高校2年生でした。
学校の授業でもプレゼンの機会があるそうで、
人前で発表するのは慣れているとのこと。さす
が読み聞かせといい、紙芝居といい、堂に入った
ものでした。
 

参加したお父さん・お母さんの声 

　参加されていたお父さんにお話を伺いました。 
　「たまたま図書館の前を通ったら案内の幟が
あったので入ってみました。子どもも喜んで聞き
入っていたので、また来ようと思っています」 。
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芝の家・ちゃぶ台日誌 春編

芝の家
芝3-26-8（2019年1月に移転）
TEL 03-3453-0474
開室日時：　火・木　　11：00～16：00
 　 水・金・土　12：00～17：00
休 室 日 ：日・月・祝

Information

文：芝の家・芝地区総合支所協働推進課

港区芝地区総合支所協働推進課 〒105-8511 港区芝公園1丁目5番25号（港区役所1階）
TEL03̶3578̶3192 FAX03̶3578̶3180

ホームページ

http://www.city.minato.tokyo.jp/

本誌に掲載した記事に出てくる施設などをまとめました。
ウォーキングマップとしてご活用ください。
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●　本誌の制作には以下の編集委員が参加しています
伊藤早苗／菊池弓可／桑原庸嘉子／柴崎賢一／柴崎郁子／田岡恵美／千葉みな子／早川由紀／森明／森田
友子／米沢恵美／米原剛（五十音順 敬称略）

●今後の発行スケジュールは次の通りです
2019.9（第52号）、2019.12（第53号）2020.3（第54号）2020.6（第55号）※各号発行月の20日ごろ

芝地区総合支所【芝、海岸１丁目、東新橋、新橋、西新橋、三田１～３丁目、浜松町、芝大
門、芝公園、虎ノ門、愛宕】内の地域の方にお届けしているほか、地区内各施設などで配
布しています

芝地区地域情報誌の配布について

2～3月、合わせて3つのTVのドキュメン
タリー番組に登場した芝の家。何気ない
人と人との交流に触れ、番組を観て知った
いろいろな方が訪ねてきたり、贈り物が届
いたりしました。 
　愛知から、 「子どもたちへ」 と、手作り
の小物。また、北海道からパステル画を
贈ってくれた方も。 

木曜日のランチ会に、お庭にたくさん
生えてくる筍を差し入れてくれた方も。 

この春も、芝の家で育てているよもぎの若
葉を摘んで、来場する子どもたちとお団子
を作りました。来場者の方からあんこの差し
入れもいただきました。 

さて明日の芝の家ではどんな
ことが起きるでしょう。 

それぞれの好きなこと（関心事）を
持ち寄り、場が作られています。 
　「気持ちやものを持ち寄り、つな
がる場」から生まれる温かい思い
合いの場が、日々生まれています。 

どなたでも自由に出入りできる 「まちの交流拠点」 芝の家。日々、近所の方から遠方の
方まで、年代も0歳～学生～シニア世代まで、多種多様な方が立ち寄ります。
芝地区の地域事業 「地域をつなぐ ！ 交流の場づ

くりプロジェクト」 の拠点。芝地区総合支所と慶應
義塾大学の協働で始まり、事務局スタッフとボラン
ティアスタッフが日々の場を運営しています。姉妹拠
点 「ご近所ラボ新橋」（新橋6-4-2）と合わせてお気
楽にお立ち寄りください。 

ご近所さんによる企画
「レコードコンサート」。 

ボードゲーム好きの
お兄さんを囲んで、
楽しいひととき。

「ちゃぶ台日誌」は、芝の家
ホームページにて日々の様
子やイベントのお知らせを
投稿するブログのタイトル。
ぜひホームページも合わせ
てご覧ください。


